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講演者紹介
白井 哲哉 氏（しらい  てつや）
筑波大学図書館情報メディア系教授。
現在の専門は日本アーカイブズ学及び日本近世史。
江戸幕府が編さんした『新編武蔵国風土記稿』の
現地調査方法などを研究している。

申込締切：平成 31年２月８日（金）必着 [ 先着順 / 定員 70 名 ]　
　　　　　※定員に達し次第、受付は終了します。
申込方法 : 往復はがきでお申込み下さい。詳しくは裏面をご参照下さい。

日時：平成 31年 2 月 16 日（土）14時～ 15 時 30 分
会場：東京都水道歴史館３階レクチャーホール 無料

《玉川上水堰元水行之図 全》（部分）

承応 3年（1654）開通とされる玉川上水は、現在の羽村市で堰を設けて多摩川の水を取り入れ、
江戸の人々に飲料水を提供しました。しかし近世の羽村堰については現在も未解明の点が多く
残っています。土木学会推奨土木遺産や、東京水道名所にも選定された羽村堰について、今回は
近世における管理実態を再検討していきます。

申込は終了いたしました。


